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要旨

これからの高度知識社会、機能の分化、

グローバル化、ネット化の社会の変革の

流れの中で、時代に対応できる、知識に

裏付けられた技能を使いこなす多数のテ

クノロジストが必要とされるようになっ

た。それは技能者というよりも、「テクノ

ロジスト」である。ドラッカーは、若者

のなかでも最も有能な者、知的な資質に

最も恵まれた者、最も聡明な者にこそテ

クノロジストとしての能力を持ってほし

いという。先進国の一員であり続けたい

のならば、ものづくりから離れるなど、

もってのほかである。純粋の知識労働者

だけでは、最先端を進むことは不可能で

ある。知識労働者と実践的機能を持つテ

クノロジストこそ、先進国にとって唯一

の競争力の要因である。今後、あらゆる

先進国と新興国においてこのテクノロジ

ストのための教育機関が急速に増えてい

くと確信している。テクノロジカル・リ

テラシーの構築と強化は、正しく、わが

工業立国を支える礎である。それゆえに、

時代をリードすることができるテクノロ

ジストの育成の可能性と課題を探求する

実践的な取り組みが行われてきた。

Ⅰはじめに

本論では、企業３９社を抽出してアン

ケートの調査を実施し、（第１回、平成 19

年７月～8 月、5 社、第 2 回、平成 20 年

７月～8月 20 社、第 3回 平成 21 年７

月～8 月 14 社）３年に亘って、調査票

の依頼と回収を行った。このアンケート

の調査結果の分析を基に、テクノロジカ

ル・リテラシー技術教育の構築と強化の

課題を解析して、テクノロジストの育成

の可能性と課題について検討を行った

Ⅱアンケートの調査の結果

（1）アンケートの調査結果の分析から見

えてくるもの。               

①これまでの画一的な知識や標準的な知

識量でなく、新しい時代を見極めて、切

り開くことのできる能力の育成。

②これからの不確定要素の多い社会に生

きるための課題の発見力、そのための論

理的思考力、表現力、コミュニケーショ

ン力の育成。③IT（情報技術）分野の技

術を製造業に生かすこと。

Ⅲ テクノロジストの育成の構築と強化

の指針について。                         

①工場で生産に当たる実践的技術教育は、

設計開発に基づき、生産ラインを組み立

てられる人材（実践的技術者）である。

豊かな創造性を発揮し、エンジニアの理

論とテクニシャンの実技を合わせ持つ、

そのような、人材を育成する必要がある。

（科技高 小坂案）、②その可能性は、（文

化・文明の「ねじれ」のなかで 工業教

育再考（小林一也）の論述を引用すれば、

具体的には、五年制「テクノロジスト（理

論+実際の技術）の育成」の工業教育。工

業高校（3）+「専攻科（2）、短大（2）、

専修専門学校（2）」、③技能・技術、スキ

ルの養成を中核して、高大継続（アーテ

クレーション）として専攻科課程では、

工業高校に基礎・基本の課程の上に、卒

業研究を中核として、論理的思考能力や

創造性を育み、実践的な技能や技術を培

うことができる修養年数がある。④エン

ジニアの理論とテクニシャンの実技を合
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1 わが国ものづくりの製造業に、IT の技術を生かすことができる中堅技術者の育成。 68
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わせ持つ人材（テクノロジスト）の育成

が可能性である。

Ⅳ「新しい技術教育システム」の構築。

（２）理念型の人材の育成。

①先入観にとらわれない心の自由、他者

との活発な知的交流。洞察力を基にした

限界への挑戦。三つの条件が揃うと創造

性が花開く（江崎玲於奈氏）。②未知の世

界の扉を開くのは、自分で選んだやり方

に自信を持って進むこと（小林誠氏）。③

知見と経験に加えて、確かな実践力。コ

ツや秘訣を覚えるよりも、生き方を理解

する。不可能も可能になる（村上龍氏）。

Ⅴ「ゼロベース思考」の技術教育の構築。

①ものづくり技術の発想を既成概念や

様々な規則、分野間の壁を取り外した視

点から考える。②論理的思考力や創造性

を生かしたものづくりの実践の技術教育

の構築。

Ⅵ ITを活用したテクノロジカル・リテラシー技術教育の構築と強化のモデル。

素材・ガラ管

道具・ガスバーナー

加工・熟練の技

IT 部品・基盤、マイコン

道具・はんだごて

電子回路作成・基礎・基本

パソコン

プログラムの開発

洞察力・創造性

機械の大まかな全体像を考える。

↓

試作品を作成する。

↓

試作品の欠点・改善点などをだす。

↓

改良版を作成する。

↓

完成したものを、実験キットにしてみる。

デジタル・計測機器

製品開発

新たな、ものづくりの手法

付加価値

創造性・生きる力の育成

維持可能な社会の実現と

日本の産業国際競争力の強化

IT を活用したテクノロジカル・リテラシー技術教育の構築と強化のモデルの一例。

Ⅶ まとめ

脳内科学者の茂木健一郎氏は、今まで

科学技術の対象でなかったものも科学技

術の対象となる「あらものがサイエンス

になるという時代」が来ると提唱してい

る。いつの時代に於いても、人々が生き

ていく社会を根底から支え、物を作る根

幹を担う人材を育てることは大切である。

時代の変革に対応して、あるべきテクノ

ロジストの育成の実現には、実体験と理

論の融合・多面的・重層的な技術習得が

前提条件になる。現在の工業高校に於い

ては条件整備が不十分である。高大継続

（アーテクレーション）として、工業高

校に基礎・基本の課程の上に、論理的思

考能力や創造性を育み、実践的な技能や

技術を培うことができる修養年数が必要

である。目指すは、中堅技術者の復権で

ある。新たな工業教育の枠組みの変革が

重要であると考える。
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